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〈論文〉

小学校体育科 :「喫煙の防止」についての授業開発の試み

赤田信一

A development ofteaching and learning about ``Prevention of Smoking" in Elementary School llE

Shinichi mA

Summary

This paper is a study of development of teaching and learning which applied to the contents of the

government new guidehne fOr teaching about ``Prevendon of Smoking" in elementary school llE.Itis the

contents of the lesson that the SmOking is harmful to health,and the various he學 lth‐related activities take

place in the cominunity. When teaching " Prevention of Smoking," teaching methods are devised by

incorporating 19arning activities that lnake pupils use the knowledge they have acquired.

キー ワー ド : 保健の授業 喫煙 の防止 新学習指導要領 授業開発

I はじめに

本稿は小学校体育科の第 5学年及び第 6学年の保健

領域の内容である『病気の予防』における 「喫煙の防

止」に関する授業開発 とその実践の報告である。

さて、平成 23年度から全面実施の学習指導要領に

おける「喫煙の防止」(第 6学年実施)に関する授業で

は、喫煙が飲酒や薬物乱用などの行為と同じく『健康

を損なう原因となること』を理解できるようにするこ

とが求められてお り、小学校学習指導要領解説 (体育

編)の「目標及び内容」には次のような内容が記載され

るなかで、これに準じた小学校での保健学習の実践が

期待されている。

工 喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

(ア )喫煙については、せきが出たり心拍数が増えたり

するなどして呼吸や心臓のはたらきに対する負担

などの影響がすぐに現れること、受動喫煙により周

囲の人々の健康にも影響を及ばすことを理解でき

るようにする。なお、喫煙を長い間続けると肺がん

や心臓病などの病気にかかりやすくなるなどの影

響があることについても触れる。 (中 略 )

低年齢からの喫煙や飲酒は特に害が大きいこと

についても取り扱うようにし、未成年の喫煙や飲酒

は法律によって禁止されていること、好奇心や周り

の人からの誘いなどがきつかけで喫煙や飲酒を開

始する場合があることについても触れるようにす

る。

また、小学校学習指導要領解説 (体育編)の 「指導

計画の作成 と内容の取扱 い」における 「2 内容の取

扱い」には、学習を展開す る上での次のような留意点

が記載 されるなかで、これに準 じた配慮が求め られて

いる。

(6)保健め指導に当たっては、知識を活用する学習活動

を取り入れるなどの指導の工夫を行うこと。 (中 略)

知識を習得する学習活動を重視するとともに、習得

した知識を活用する学習活動を積極的に行うことに

より、思考力・判断力等を育成していくことを示した

ものである。指導に当たっては、身近な日常生活の体

験や事例などを用いた話し合い、ブレインス トーミン

グ、応急手当などの実習、実験などを取り入れること、

地域や学校の実情に応じて養護教諭や栄養教諭、学校

栄養職員などの専門性を有する教職員等の参加・協力

を推進することなど、多様な指導方法の工夫を行うよ

う配慮する。 (中略)

静岡大学教育学部保健体育教室
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また、今回の学習指導要領の『病気の予防』におい

ては以下の内容についての扱いが新たに加えられたこ

ともあり、ヘルスプロモーションの考え方による「喫

煙による健康被害の防止」を目指す保健所や保健セン

ターの活動、また社会全体での環境整備の活動等につ

いて、効果的に 「喫煙の防止」の授業内容と関連付け

ながら学習されることが期待 されるところとなった。

オ 地域の様々な保健活動の取組

人々の病気を予防するために、保健所や保健センター

などでは、健康な生活習慣にかかわる情報提供や予防接

種などの活動が行われていることを理解できるように

する。

このように新 しい学習指導要領ではいくつかの点で

内容が整理 された り、新 しい内容が示されたり、また、

内容の取扱いの配慮が示された りと、以前の学習指導

要領 と比べてもその変化・違いは少なからず存在 して

お り、今後はこの変化に対応するために、質的 0量的

にも多様な授業開発 とその実践が求められよう。

そこで本稿では、今後の 「喫煙の防止」に関する授

業実践の発展を願いつつ、時代のニーズに対応 しなが

ら当該授業の開発を試み、その実践の報告を行 うもの

である。研究のオリジナ リティーとして、諸外国の公

的な禁煙啓発のコンテンツを日本の学校教育に応用し

ながらの教材づくり・授業開発を目指 した。今回の授

業事例が、小学校高学年における『病気の予防』の単

元構想においての一助になり得れば幸いである。

なお、本実践は平成 21022年度に行われ、静岡市

教育委員会スペシャリス ト派遣事業の一環として、複

数の公立小学校で実践されたものである。静岡大学教

育学部と静岡市教育委員会 との協同的なかかわりによ

って実現した実践であり、同時に小学校の学級担任・

授業担当の先生方、ならびに静岡大学教育学部学生数

人によるチームティーチングによる実践である。

Ⅱ 「喫煙の防止Jの授業のための教材づくり

小学校学習指導要領解説 (体育編)の「目標及び内容」

に示された以下 6点 (a～う の項目を踏まえた教材づ

くり (1～ 6)を行つた。

※ なお、その教材を用いた授業実践の様子の写真・説明文

を、この教材づくりの記載場所に併記している。

a.呼吸や心臓のはたらきに対し、急性的な悪影響を

与える。

b.受動喫煙により周 りの人にも健康上の悪影響を

与える。

c.長期の喫煙が、肺がんや心臓病などの発症に深 く

関わる。

d.低年齢からの喫煙は、健康上の悪影響が特に大き

い 。

e.未成年の喫煙は、法律で禁止 されている。

1好奇心や周 りの人からの誘いなどがきっかけで

喫煙を開始する場合がある。

1)喫煙が人体の各器官へ悪影響を与えたり各種疾病

の発症に深く関与した りすることなどを理解させる

ための 「カー ドゲーム」の開発

喫煙が人体に与える悪影響を視覚的に理解するため

の資料を国内外から求める中で、科学的な根拠が認め

られ、なおかつ、その画像が小学生の発達段階にとつ

てある程度の適性があると判断されるものを数点選び、

その画像をカー ドの形態にすることによつて教材づく

りを行った。なお当然のことながら、画像の著作権は

製作元 (オース トラリア政府、カナダ政府、タイ政府、

EU)に あり、今回の教材づくりによるカー ドは授業

実践の場である教室のみで使われるだけのものである。

以下の画像 (資料 1)は、その教材づくりの際に活

用した画像の一部であるが、喫煙の人体への悪影響が

視覚的に分かりやすく示されているものであり、これ

らは、実際に上記の国々で販売されているタバコのパ

ッケージに示されている各国政府からの禁煙を呼びか

ける警告文 (写真)である。

最終的には、その他の資料をカロえることで上記の a

からfの 6項 目を網羅 しながら、計 10種類のカー ドを

作成 し、それを 2枚ずつ 1パ ッケージとして準備する

ことでカー ドゲームとしての活用の可能性を持たせた。
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(資料 1)

※纂Mで鶉売されて紗耗たぱ戯蜀パッケーザ:機N鰊艤 :こな

ずき蝙入爾鱗で鶉隕電鶉鰺上でR盗価されてい鶉.鶉・-51議

秋饉珈鰊醸ンピ盤て通れら警颯ム機な。

※儡… ぎゲ…ふ警満鸞濃てし`卜機饉菫麟錮様子。手ど饉たち

鐵鶴範鯰‡通進蜀畿孵警驚いた溝軸|こ蒻号纏んていた。授業

や導入として埒畿いて1壼 炒つたが、な饉蜀書な学ぼう産す

膊勒懸 `議畿を高鋳斃置と|こ おいて隷震軋な数材で趙り、

議た学奮溝mで 轟った騒権案され繹。

2)喫煙が人体め各器官へ悪影響を与えた り各種疾病

の発症に深く麗与 した りすることなどを理解するた

めめ 「視聴覚教材 (動画)Jの開発

喫煙が人体へ与える悪影響を視党白もに理解するため

の資料を国内外から求める中で、科学的な根拠が認め

られ、なおかつ、その動画がノ1ヽ学生の発達段階にとつ

てあゐ程度の適性があると判断されるものを数点理び、

それらの動画をまとめることで教材づくりを行つた。

なお当然のことながら、画像の著作権は製作元 (オー

ス トラリア政府)にあり、今回の教材づくりによる動

画は、授業実践の場である教室のみで使われるだけの

ものである。

以下の画像 (資料 2)は、その教材づくりの際に活

用した
~tl画

の一部であるが、喫煙の人悴への悪影響が

動麗として視覚的に分かりやすく示されているもので

あり、これ らの一部は、実際にオーース トラリアのテレ

ビGK/1曖煙防止のための政府啓発 CM)と してテレ

ビで放映されているものである。

最終的には、上記の 2か らfF/D6項 目を網羅する内

容で 熙 分程度の動顧iと してまとめた。     |

(資料 2)

※ Atts鼈 F蓬 ‡iピ s蝙 蓬‡⑬朧機‡ W醸鰹議GcD臨 議輔paig購 (⑮ りに )1磯 よ は 魏

爾饂鸞。筆穫1議鳳像聰朧蒸C● 警蝙;t靡齢から藪鶴艤呼鶯

け鍛欝彗鶉で靱畿鸞許爾警得た鵞ヾ写爾歿畿ξ旗孵e務 議で亀警

隕群れてやは。

※蜆艤数推饗騒鷺じてい晰撥灘甕鋏瘍醸撃。科学鰊で蜆鰻隋

な鹸畿|こ 鐵難で、子どもな翁ま譲鵜い趙は警持ち、食い入る

轟ラ|こ ぐれ警機鑢機でもヽた。な機靱途中で爾爾嚢鰈を受け

錮通な‡通よ呼、喫煙魃書‡こついて聰瞳餞警なぬる品をや痣

蕪飩鑽難儡な数難で趙つたと推察され%。

3)義建が人体の各器官人憩影響を与えたり各種疾病

の発症に深く関与したりすることなどを理解するた

めの「実習 全実験」の開発

喫煙が人体ぺ与える悪影響について 「実習 傷実験J

を通して理解するため、前述の1)2)の 視聴覚教材

として扱った薦容の中から、科学的な根拠が認められ、

なおかつ、その「実習 案実験Jが小学生の発達段階lk~
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とつてある程度の適性があると判断されるものから:

以下の教材づくりを行い、上記の 2から のゞ6項 目を

麟まえつつ、知識を活用しながら思考力・判断力の育

成ができる学習活動の成立を図つた。

① 二年間継続め喫煙にようて肺ぺ送り込まれるタ

ールの総量を算出し、それを疑似タールとして

| ビニカーに結め込み、その後、その疑似タール

を月中に見立てたものに擦り付けていく実理 。実

験。ここでは体内へ送り込まれるタールの量を

喫煙一本につき 0.02c cと 仮定し、一日20本

ほど喫煙する人が一年間の喫煙 (7300本 )で、

どれだけのタールをf4~内 (肺)へ送り込むこと

になるのかを示したオーストラリア政府の禁煙

啓発映像 (資料 3)を参考とした。実際の授業

では、タールを食用のヨーグル トに墨汁を混ぜ

合わせたもので代用した:なおt?議◎0本の喫煙

|に より、総計約 150こ cも めタールが一端は体

‐ 内 (肺)ぺ送り込まれるものとされる。

(資料 3)

た避推案される。  || |          |

0 ■年間経続あ竣産によらそ島レステ巌ニル奪め

動脈硬化に関与する物質が人体内の大動脈にど

れほど沈着するかについて、血管模型を用いな

‐ |が ら確認していく実習 ;実験:動脈硬化に関す

るオニストラリア政府の禁煙啓発映無 資料4)

を参考とした。実際の授業では、大動脈の血管

模型は赤色のビニールホースで、また、血管内

に沈着するコレステロール等は粘着性がある洗

顔料を活用するものとした:

(資料 4)

※教材つ くり鰊参考 |よ 慇たな像り…灘。Au緞駿a‡ ‡a's
鶴at i otta‡ Tobacco Sattpa:g総 (◎醸‡七)に よ繹亀蜀.

※疑似蜀畿讐 (菫動朧)を懸爾している緩叢実践鰊雛撃。子

どもたちは翼籐物‡こ競して強しヽ興味を示しながら学習を進

綸てむヽつた。途中で適宣識鋼を受l‐lた 等、出分たちでそれ

らを職つたりすることま進より、喫煙の書 |こ ついての理解警

耀ぬ鶴こと蜀議案る効果価な活動 じ教難であつたと推繁さ

れる。   |

l③ たばこの煙 の中に含 まれ る有害物質 の数 (約

麟◎◎種類 とされる)を視覚的にも実感できるよ

うにす るため、1有害物質の名前をマ ダネ ッ ト式

めプレ轟 卜に記載して、それを人体図へ実際に

張 り付けていく実習 。実験。人体図は、目腔 鬱

咽頭 鑢気管支や肺の器官が表わされる形 となつ

‐ ており、たばこの有害物質がまずダイ レク トに

. 
それらの部位に触れ、健康上の悪影響を与えて

いくことを理解できるよう工夫 した。

※教材づ くりの参考に した映像の―都。Australiが s ttatittal

Tobacco Campalgn(Ooit)に よるも鍮。        |

※疑似鬱―・・ル警溝繭してもヽ為撥業実践綴様子:子 どもたち:旗

具体物に対して強い興味警承はながら学奮警進論てし`った。

途攀で適宣議蠅を雙 l‐lるたり、鶴分たちでぐれらを機った

りす鶴進と|こ まり、喫畿警継続す為ことによう書瘍拡大つ

いて理鱗警濃あることり曲棄為畿翼鶉な活動 霧数材で轟つ
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※Å籐鰯蜀囀へ亀た鐵通∫磯翁蓼れは鞭書鰊欝靱プレ‐―卜鰊饉

や総裁ていく緩斃霙鱗靱鶴撃。趙⑫纏畿趣鋏楊鶴鍮《纂≪

瘍驚警褥甕が骰い靱どをな讐畿鏡ていく道な発譲亀、磯れ

らK｀すべて艤にヅ∫連機、は場量為罐醸瘍鑓畿警書寧咤こ慇、

褥儡鐘ぐれなか鰺から朧秋1磯 繭つて量轟‡磯踵ぐ轟醸れ、人

鉢瘍蟻とな緻夕 麟雛難警やす鼈爾鍵なか鱚膊慇となどま通鰊

場ゝては黎警艤錮儀盤と時錢藤膊鶴瞼隋な数難で轟管、学貯

鸞動で鏃つね毅饉繹され膊。

l④ たばこの煙が比較的広範囲へ広がつていき、そ

|の ことが受動喫煙の被害拡大につながることを

実感でき為ようにす場ため、たばこの鯉の中に

含まれる約 2の議種類の有害物質に見立てた 蔵輪埒

饉のピンポン玉を数室内に接げ広げ、数室程の

1広 さのある空間であつても、有害物質が睦分の

1所まで確実に属いてしまうことを理解するため

| の実習 場実験。たばこの煙は気体 (気権)と 粒

子 (粒子格)鵞 らヽなるが、これらの空気中の広

がりを実場で確認す4こ とは現実灼には難 しく、

今回のピンポン玉吟活用は、軍ス ト面や分かり

| |やすさにわいては適癬であると判断したb

※艤で鰤撥鐵警なたピンポ≫菫警鸞爾機てい踵畿瑣甕蟷昴鐘

撃。学ど鶴亀tl‐7畿甕雹もち亀魃繭‡通雛鏃絋蝙ピンポン量∫晟

なれな辟ら、な鸞ま塁よ膊欝響魏凸魃鐘辟り1議 つ経て強い斃
‐ 鰊警瀑した。たは慇蜀脩魃鐘が呼秒ヾ颯軸颯鸞警鑢置懇、始

れま島轟呼籟攀膊鑢畿∫畿懸影響警辱え繹爾畿難が鱚輻議毅に

つ褥てや鰻洟警尿軋藉道と時臨撫輻繭幾鶉な数難で雉晴、

撃肛講館で趙つたと推案され饂。

燿)羹建が人体あ各器昔人黒影響を尊えたり基種羨病

り発症に深く関与したりするという熱識を活用しな

がい、喫煙防止に無けた思考か 判断力の育成を図

る「学習活動 :ロ ーールプレイングJの開発

好奇心や周 りの人からの誘いなどがきつかけで喫煙

を開始する場合があることれついて:「学習活動 :口 轟

ルプレイングJを通して理解するため4他人からの製

煙の誘いに関する様々な事例の中から、理ヽ学生の発達

段階にとつてある程度分適性があると判断されるもの

にLEl工 し、以下の口‐‐ルプレイングの課題 (ワ
‐―クシ

ー ト;資料 3)の教輔づくりを行い、上記の 鑽から ず

の心項目を踏まえつつれ知識を活用しながら思考力 撼

判断力舎育成ができる学習活動命成立を図つた。

また、学習指導要領解説 篠 育繍)の内容の歌級い

に示される「専問性を有する数職員等の参加 鐵協力の

推進」を踏まえ、喫煙防止教育に関して専躍鍋な実践

研究を進めている静繭大学在学の大学生 懇名をこめ授

業のチ・‐―ムティ‐-4チ ングの構成員として参加 さ澄、理ヽ

グル¨プによる学習形態のなかで、
´
ロールプレィング

のシナリオを作る鷲量全員W、 実際に大学生を相手に

諄―ルプレイングの学習活動を行えるよう工夫 した。

また、作ったシナ リオを単に読み上げるだけではなく、

子・どもとや り取 りを行つた大学金が指導性を発揮 し、

その子どもがシナ リオに込めた意図等を理ヽグル機プの

メンバーに披露出来るように促 し、その優れた点をメ

ンバー 爾学級全員で共有するものとした。

(資料 6)
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》摩・輩予な
"Jが
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※機業で憲爾したり鳳参サー い。1書き込みにな難さを感して

い繹季ど亀に対糧では、数師が機種鑽は間与機ていき、そ

の子ど亀なつ蜀麟考 毬判断警文章 (シナ讐オ)の診にして

いく進ととした。

※曲―ルプレイングを行つている援叢実践勢様子oどのよう

な鸞:議を儀と]二 麟考 繋判断をして簸ヽつたのか:通 ついて、ま

た、作つたシナリオの意国についてt数続が撃寧に凸き取

|り 、それを理`グルージや数室全体で共書でき鶴慇54動 -3‐ か

|け を繊つた。自分蜀思考・畿闇の意図が友達に理解され、

また凝達や思考 齋判断の意図を十分|こ 理解できるという緩

業のほ爾やなかで、子とも達iま さらに積極軋は緩叢|こ 取り

纏んでもヽつた。

6)地域の購 動の敢組にういての理解を深め、そ

|こ で得た知識を活用しながら、喫煙ll■止に向けた思

‐‐‐考力 燎判断力の育成を図る「学習活動 :ケ‐ススタ

デ″」の開発 ‐  |  | | ‐     |

4山あ学書指導要角な説 (体育編)に新たた力|え られ

た 「地域の様々な保健活動の取組」の項 目について、

地元め保健センターで実際に行われている禁煙支援 鬱

喫煙防止の啓発活動の内容に触れることを通して理解

を深め、そこで得た知識をもとに、架空の喫煙者に対

しての禁煙支援を追体験的に実施するといった 「学習

活動 :ケーススタディJの課題 (フ ークシー ト;資料

6)の教材づくりを行つた。地域の保健活動の取組か

ら得た知識を活用 しながら、喫煙防止に向けた思考

力 露判断力の育成ができる学習活動の成立を図つたも

のである。

※緩難で憲繭した申―鬱濃嵐 卜。書き込あ |こ 同難さを感じて

い檜子ども|こ対して1機 、数爾が積極晰:こ 聞与 していき、そ

り子どもなつの思奪 。判断を文章鰊彬にしていく通とと機

た。

護自―ジレソレイングのセリフ ,シナリオづくり】

Aく れ難漱,ぉつも,で、たばこ義勁轟・
‐
麟も青めいヤリフ ,シ ナリ薄を

麟鷹譲ん:「おい:灘機えも競もてみるよ。これ二率あげ線 .」

なくん:

赫麓護島 :「 =本ぐらしヽ大文贅だよ。篤轟ようと縦えばすぐォ■止められるしュJ

ムく/.・ :

ぉ鷺纏 :「た|まこぐらぃ経もた峯で、期it轟 鷲:こなるゎ1,じゃないる措ぶ基

戦藤うよ。J

Aくん:                         |

藩識さん :「Aφ津が難ヽ な露だからき、お轟あ量ぅことな欝
'す

よ、疲えよゥJ

ムく為i

輪:電がずツドシ磐 撃 議』」謬鑽‰ 雛饉機、議緻霧畿龍警鐵
=軍

農

繊筆轟戦象ぽ♭ギ驚雛 摯禁》彎鋭鸞,ヽ惨欝.籐簿鏑囃魔饗難づ緩獲溝

鏡纏靭蝉難 憲、議鰻機動黎 囀 鰺懸よ執

艦灘 (         〕 (資料 6)

「体に燃いo■分か,てしヽもんだけ起、なかなか止めら薇標 つて鐵つ

てtヽ るよ IヽJと、ゆふやくAさんИ

でも孝は、たばこを上鋒儀ための「擬Jを鱗難で機移て継うえ議ザ。ま

た、経ば義覆止めるための「シール 〔バツチ)=や「浴ム」も遷陽の難議で

賞うこと=ミ筆款01、

彊鶴て鋼うことがで●察t・ l)

くシ…Ji4や澪嵐摯螢
`て

鋼饉>
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慮:猶ふ,Ⅲん,

鱚1蒻1瞼眩
畿 修難鑽饉

Aさんに澪して:Fた Iぶこ漱暴 うがしヽしヽよ」とかうお鰻を、構しtヽ構難で慧であげてくなで

い|その時、たばこの警や、た:∫繊 鵬 勒 あることなどを、敬えて継輩るといいですね.

睡 赫モほし憲ヽJ「籐簾でいでiましもヽJ餞■ヽう気鶴ち場薔廣にしてt棒め警:こ籐いてくだ摯tヽね。

| 縦ヽ露は、「争壕ない
'議

ι,r熟
“
修摯せし

`,I↓
警詮い遊き窮るか等しれないけどてもしたば機

酪恐なからのメッセージ〕

あ敬た砕いのうが大警豪年ので書るよう諄、撃紋やや鷲ぬし総 をヽ本準に入働なものですよ難.

みんなが0っ識でも鐵鐵でいうれるよう趣、みルなで藤を懸1'轟もヽながら、たぶこ奪戦わない
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※ケースス鬱デイ審議ちで紆繹援襄羮鰺輻纏撃。ど鰊ような

愧識警tと ‡通懸考膨畿輻警簸ていつた靱かまこつりで、議た、

準争亀ンナリ構靱筐Mについて、数鰤がW寧 1奪 餘き麒檸、

ぐれ警罐ヽグ∫い―ジや数室量体で幾蓬できはよう魏きが裁蟹

行つた。礼豫鰊慇織 “判麒鰊意蟷が量進:凛 瞳鱗され、議た

麓議聰懸奪 理ヽ鼈錮薫陶警十分1嚇璽鱗てき繹とい与授業や

眩盪靱ながで、手ど亀饉 1譲 さらま進鶴纏鼈1蓬 緩ダ こ鰈呼なん

響紗った。

な)本時で学んだ内容についてそれ らの知識の定着を

図るための 「振 り返 り教材」の開発

本時の学習で学んだ内容を全体的に振 り返ることで、

ややもすれば断片的な知識の蓄積に降 りやすい状態か

ら、その知識の集積が喫煙防止に向けての構造的な知

識となつてしく ことを目指した教材づくりを行つた。

学習の 「振 り返 り教材Jと して位置づくよう、右に示

す穴理めのある文章 (歌調 1資料 7)を提示 し、新た

に作曲したメ青ディーにのせて歌いながらその空構を

埋めていくとい う活動である。

※メ爾ディーにや管て強い、強調辟穴壇雉讐行りなが必学ん

だ通騒魃艤塀返り書行つてい膊緩猥爽餞蜀攘撃。テレポ瘍

畿い鰊で鶴子ど鶴達亀畿懇みなかぶ鱗動警進鋳た。量でわ

文字が瞳窓紆、麒が終ねつたとき‡こ!ま、ウラス量量聰撃ど

■遭や機手慇鶴鰺で数室が饉譲れた。

(資料 7)

～学習の該とめ と して、戦作 りを してみよ う…
空らんにご島な言恙夜入れるこ雛ゝいかな? ,曰、攀習した内書をもと篠

歌国な完惑させて、みんなで蠍鸞鮮つても輝 護しよう 1

懲いつく書難があれ1ば、メ囲ディーに3わせて大きな声で言つてみでね :

は名 か 融D耐
・毒 護鶏鵡 f銀 幅嶽晦 馘お か

應ぽ轟驚睡惨ない なななけらし驚ひよう 爽餞な からだをやるため1こ

たばこを鞭わない 鷺はな聰うしをしよう 大切な いの場を守るために

熱櫂の中の融 Jゃ 巨 チ ‡や1 価イれ鍵国などの

躁 駒繁漆 |   |は撥も からだ転 λり込んでゆく

からだががに なつて朝 こ :す  と   がいわれる

多くの ‡び   理 を引穫懸難し し  み  5を 鰊 趣電戯猛策の

鶴い 簸ばこから攀をでるこ進は 大濃睡鯉筆鶴鑢饉

かけがえの緊林饉彊避大切:こ菫輩も最ヽる穣なる

いのもの難み しヽ6●.ちの発 轟の場の範鍾驚罐懇てる

繭分も撃鑽も仲雛のいあ各毎 1           篇から

からだを難していく 饉ばこζ講や路ていこ瀑

たばこを動められ奪ここがあっても :鷺

‐y一―
司 犠候ほ艦えてしヽこう

れ 雛 難|し
 ヽ  し鰻錢懇ヽをく驚い

価 た臨  めた 雛ぅが厳ヽ転ヽと

たばこを壊わなしは 艤な鰺らしをしよう 矮鏡獲かな与ゝ人生箸管るため由

※釉鰈‡こ1歳 、上からF鬱 ――鰺』『轟鶴テレ』『鳳漑鼈畿薫聾l~2_◎輪儘

F ld‐ん通り』艦謬旗巾蕃』F機 けみよう機Fな い鸞やな亀蜀聾

「鐵つき膠』「いうなをL』 『警鍛た機が入争で幹く。

l喫煙の防止Jに関する実践の授業展開

学習撼導要解説 (体育編)の内容 と繭述の教材づく

りを踏まえての実践の様子 〔授業展開)は、次項に記

載する通 りである。今回の実践の授業時鶴はいわゆる

小学校の時間害《で 議時間続き(4懸 分+礁や分の や0分聞)

であり、教科書は使わずに本実践用に鷹意したワーク

シ・‐‐卜を燿い
~C‐

的授業となった。学級の児童を 0つの

峰ヽグループ lt‐ 分け、それぞれのグループにTTの一員

(大 学生)が張り付いて適宜指導を行 1/b、 学級担任 と

もう一人のTTが学級全体の授業の進行 躍展開をサポ

ポー トした。

なお、授業名は 「たばこの害から体を守ろう」であ

る。次項には授業展開を記載する。
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●授業名

●目標

たばこの害から体を守ろう 「単元 :病気の予防」 (第 6学年)

喫煙が健康を損なう原因となることについて、友達の意見を聞いたり、自分の意見を言つたりし

ながら進んで学習に取り組もうとする。 (関 心・意欲・態度)

喫煙が健康を損なう原因となることについて、その健康被害を予測したり、健康被害を防ぐ方法

を提案したりすることが出来る。 (思考・判断)

喫煙が健康を損なう原因となることについて、人体にもたらされる症状やその深刻さを理解する

ことが出来る。 (知識・理解 )

●授業展開 (90分 )

●導入ならびに喫煙の害についての知識・理解を深める場面

「今日は、私達のいのち・健康を大切にしていこう! そのために、たばこの害から

体を守ろう!と いう授業をします。」

【板書・カー ド】

のヽちを大切にしよう ヒばこの害から体を守ろう

「さて、このたばこですが、たばことは、

っています。」

【板書・カー ド】

になこは、人の健康を害〒葛11

たばこは、人を病気tこ させる。

次のようなものだということが、もう分か

「それは何故なのか。その理由は、このたばこの煙の中に有害な物質が含まれている

からですね。」

【板書・カー ド】

|タ
ーノJ ニコチン ー酸化炭素

「そんなたばこですが、具体的にどのような悪い症状・病気を人間にもたらすのかを、

これから確認したいと思います。ここに、たばこの害について記載された 10種類 20

枚のカー ドがあります。これを裏返して、神経衰弱のルールで最も多くのカー ドを取

った人が勝ちです。グループのなかでチャンピオンを決めます。なお、これは単なる

ヵ― ドゲームではありませんので、記載されている内容について分からないことや疑

間に思う事などは、積極的にグループ (班)の先生に質問してください。」

【板書・カー ド】

たばこの害

肺が汚れる 肺がん せきがでる 血管が傷つく ボーとする 体力の低下

寿命が縮む 歯が汚れる イライラする 周 りの人にも害 やめられない

「では次に、たばこの害について詳 しく学んでいきます。大型モニタニを見て くだ さ

い。」

【板書・カード】

腕市へのダメーツ|に管へあダメージ1 受動喫建の害 時命への影響
|

<留意点> (評 価 )●学習内容   「教師の働き掛け」

<TTに よる複数人による授業とな

る。子ども達にとつても初対面となる

大学において専門的な授業研究をし

ている大学生の参加もあり、とかく教

室が堅苦しくなりがちだが、良好な雰

囲気での導入となるよう心掛ける。>

<小グループ担当の教師 (大学生)は、

カー ドゲームを進めながら、たばこの

害の概略について説明する。資料 1の

活用 >

(関心・意欲・態度 )

(知識 。理解 )

<ヵ ― ドゲームが終わるころを見計

らつて、カー ドと同 じ内容を大判印刷

したものを黒板へ掲示する>

<動画を用いながら、たばこの害の詳

細について説明する。この時、実習・

実験として、一年間の喫煙により肺ヘ

送 り込まれるタールの量を計測 。紹介

したり、動脈硬化 となった症状を紹介

したりする。資料 2～ 4の活用。 >

(知識・理解 )
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<子 どもに意見を求めながら、実際に

はもつと複数の有害物質がたばこに

は含まれているのではないかとい う

思いを抱かせていく。>

(思考・判断)

<人体の内部を描いた用紙を掲示>

<たばこの煙の中の有害物質が、日・

鼻から肺に入り、血液に乗つて全身に

回つていくことを確認しながら、プレ

ー トの張り付けを行 う。>

<前述 ;教材づくり 3)の③参照>

(知識 。理解)

「もうひとつ疑間があります。この有害なたばこの煙は、受動喫煙という形で周りの

人の健康にも悪影響を与えることが知られていますが、ではいつたい、その有害な煙

はどのあたりまで広がっていくのでしょうか ?」

「今 日はここに、たばこの煙の中に含まれる有害な物質の数の分だけのピンポン玉を |<た ばこの煙のなかに含まれる有害

用意しています。その数、なんと約 200種類。そして、仮にこの場所でたばこに火が 1物質に見立てたピンポン玉を教室の

つき煙が出てくると、その 200種類の有害物質がこの教室全体広がっていき、皆さん 1中 に散らばらせ、その数の多さと、そ

一人一人の体のなかに、有害物質が届いていつてしまいます。では、有害物質の種類 |の広がりを実感させる。>

の多さと、その広がっていく様子を、ピンポン玉で確認してみましょう。」    |<前 述 :教材づくり 3)の④参照>

|(知識・理解)【板書・カー ド】

ヒばこ 1本につき 200種類もの有害物質が部屋中に広がっていく

「ここまで映像を用いて、たばこの害について確認してきましたが、こんなに体へ悪

影響を与えるたばこの中に、有害物質がタール・ニコチン・一酸化炭素のたった 3種

類しか含まれていないというのは、どうも納得できないのですが、みなさんはどう思

いますか ?」

「実際には、約 200種類もの有害物質が、たった一本のたばこの中にすべて含まれて

いて、それが直接、人間の体の中に入つてきます。有害物質名を書いたプレー トがあ

りますので、これが人体のどこに入つていくのか、人体模型の上に張り付けていって

ください。」

●喫煙の害についての知識・理解をもとに思考力・判断力を深める場面

「イラス トを用意 しましたが、このAく んのことについて考えていきたいと思います。

このAく ん、実は以前にたばこを吸つてしまったことがあるのです。そんなAく んの

たばこを吸つて しまった訳・理由について想像できる人は発表 してください。」

【板書・カー ド】

Aく んがたばこを吸つてしまった訳・理由

ここまで害があるとは知 らなかった

かっこいいと思つた

人に勧められた

断れずに吸つて しまった

「今 日は、このAく んからたばこを吸つてしまった訳 。理由について書いてもらった

手紙を持ってきました。それをみんなで読んでみましょう。」

「Aく んはこのような理由で喫煙 してしまったということです。 Aく んは現在はもう

喫煙 していないとい うことですが、仮にみなさんがAく んのような状況にいたったと

き、どのような知識を使つてどのように対処すれば、喫煙 しないとい う行動を選択で

きるでしょうか。ワークシー トの方へ、その時の状況に応 じた対処法を記入 してもら

います。」

「それではグループの先生にア ドバイスをもらいながら、ワークシー トに書き込みを

行い、実際にグループの先生を相手にロールプレイングを行つてみてください。」

<Aく んのイラス トを掲示 >

<子 どもに意見を求めるなかで、結果

的に複数の訳 。理由が存在する可能性

に触れ、だからこそ喫煙行動を開始 し

ないための包括的な思考力 ,判断力の

発揮が求められると同時に、喫煙の人

体に与える害の深刻 さを十分に理解

する必要があることを確認する。 >

(思考・判断 )

<ロ ールプ レイングの課題  ワーク

シー ト ;資料 5の活用 >

<グループ内で ロールプ レイングを

実施 し、その時の工夫 した点を 1人ず

つ発表させ、その是非についてグルー

プ内で議論する。仲間の長所は、自分

のロールプレイングに活かしていく。

その後グループの代表者が教室全体

に向けてロールプレイングを実施 し、

教室全体からの評価を受ける。 >

(関 心・意欲・態度 )

(思考・判断 )
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●喫煙防止に関する地域の保健活動の取組についての知識・理解をもとに思考力・判

断力を深める場面

「地域の保健センターや医療機関・役場においては、喫煙は依存症という病気である

という考え方から、その病気の状況からの快復を支援するために様々な取組がなされ

ています。それは、まず、喫煙の有害性を伝え、喫煙を止めるための医療薬品 (禁煙

補助薬)についての紹介、また、喫煙者の禁煙への決意を高めさせ同時に受動喫煙の

害を防ぐための路上喫煙禁止等の社会環境を整える取組の支援等です。」

【板書・カー ド】

際建補助薬1隊み薬1担占り薬
|

煙の場所を作る取 り組み

「ここに、実はたばこを止めたいのだけどなかなか止める決心のつかない 40代の男

性 ;Aお じさんがいるとします。このAお じさんがたばこを止められるように、あな

ただったら、どのような声かけをしますか。ワークシー トの空欄に、声かけする言葉

を書いてみてください。」

●喫煙の害についての理解した内容を確認する場面

「それでは、今日の学習の最後にみんなで歌を歌いたいと思います。歌詞カー ドの途

中に空欄がありますが、そこにどんな言葉が入つていくのが適切なのか、今日学んだ

内容から考えてください。分かつたら、大きな声で歌つてください。」

～授業終了～

<医療に関しての専門的な話は避け

ることとしながらも、実際に地元静岡

で実施されている喫煙防止対策につ

いて紹介する。>

(知識・理解)

<Aお じさんのイラス トを掲示>

<ケーススタデイの課題 ワークシ

ー ト;資料 6の活用>

<喫煙の問題についてこれまで理解

したことをもとに、ケーススタデイと

して喫煙者に禁煙を呼びかける活動

を行う。書かれた言葉はグループ・教

室内で披露し、その時の工夫した点を

1人ずつ発表させ、その長所について

グループ内で評価 し共有していく。>

(関心・意欲・態度 )

(思考・判断)

<振 り返り教材 歌詞カー ド;資料 7

の活用>

<簡単なメロデイーに乗せて歌詞を

探しながら歌を作り上げていく。今 日

学んだ内容についての確認 とその定

着を図る。>

(知識 。理解)

Ⅳ おわりに                    会学校教育課の先生方各位様に対しまして心より感謝

申し上げます。また、今回の授業開発・授業実践に参

以上、小学校 6年生における体育科の「喫煙の防止」 加 していただいた静岡大学教育学部赤田研究室のゼ ミ

に関する授業開発 とその実践の様子を報告 した。    学生の皆様にもそのご活躍に対して心より感謝申し上

ここでは、教材づくりや授業実践上の工夫・アイデ  げます。

アを、僅かながらでも提示出来たのではないかと考え

ている。喫煙による健康被害の甚大さをふまえ、今後  参考文献

も数多く実践されていくことが予想される「喫煙の防   ・ 喫煙 と健康 保健同人社 富永祐民 他

止」の授業において、今回の報告がその開発の一助と  ・ タバコ病辞典 実践社 加濃正人 他

なり得ることがあれば幸いである。           ・ タバコ規制のための国家能力の構築 WHO

・ たばこ規制戦略ガイ ド ACS:U[CC

謝辞                                     ・  Australia's National Tobacco Campaign

授業開発・授業実践に際して様々なご指導ご助言を    Ovaluation report volume twめ  Quit

いただいた静岡市公立小学校ならびに静岡市教育委員   ・ The Tobacco Atlas WHO


